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はじめに
　マングローブは，熱帯や亜熱帯域の潮
間帯，あるいはその近くに生育する耐塩
性の樹木群の総称である。これらは波の
穏やかな湾内の岸辺や河口付近にみら
れ，海の森林とも呼ばれるマングローブ
林を形成する。東南アジアやオセアニア
などでは，大規模なマングローブ林がし
ばしば発達し，分布域の北限に位置する
日本では，その多くが琉球列島にみられ
る。マングローブ林とそれに隣接する干
潟（以下，マングローブ域）には，貝類や
甲殻類，多毛類など，多様な底生無脊椎
動物（ベントス）が生息することが知られ
ている。
　筆者はこれまで，マングローブ域のベ
ントスの中でも代表的な動物群であるカ
ニ類に着目し，それらがどのような環境
に分布し（Kawaida et al. 2017），どのよ
うな餌を食べているのかといったことを
調べてきた。その結果，興味深いことが
明らかとなった。それは，マングローブ
林に生息するカニ類の中に，マングロー
ブの落葉を主な餌とする種がいるという
ことである。本稿では，このような菜食
主義ならぬ“落葉食主義”のカニ類の生態
や，マングローブ域での調査の大変さや
面白さについて紹介したい。

マングローブ林に棲むカニ類は「海のシ
ロアリ」か？
　まず，海の森林ではなく，
陸上の森林についてみてみよ
う。陸上の森林では，主に樹
木や草本などの植物から大量
の落葉が供給され，土壌中の
主な有機物源となっているこ
とが知られている。しかし，
この落葉は難分解性のセル
ロースを主成分とするため，
多くの生物が餌とすることは
できず，微生物（たとえばバ
クテリアや真菌類など）だけ
がそれらを分解・利用できる
と言われてきた。このため，
森林における落葉分解は主に
微生物が担っていると考えら

れてきた。しかし，近年，森林に棲むシ
ロアリが落葉を餌として消化・吸収する
ことで，それらの分解を促進しているこ
とが明らかとなった（Nakashima et al. 
2002）。分解された落葉は最終的に無機物
となり，微生物や植物などに再利用され
る。このことから，現在では微生物だけ
でなく，シロアリも森林における落葉の
除去や分解，リサイクルといった物質循
環において重要な役割を果たしていると
考えられている。
　マングローブ林においても陸上の森林
と同様に，マングローブなどの植物から
大量の落葉が供給される。しかし，マン
グローブ林では，落葉が土壌に降り積
もっている様子はあまりみられない。マ
ングローブの落葉は，堆積することなく
どこかに姿を消しているのである。この
ことは，マングローブ林においても，陸
上の森林に棲むシロアリのように，落葉
を餌として利用し，その除去や分解を促
進する生物が存在することを示唆してい
る。「もしかしたら，カニ類がシロアリの
ような働きをしているかもしれない」。こ
のように考えた筆者は，沖縄県西表島の
北部に位置する浦内川に広がるマング
ローブ林を調査地として（図 1），これを
検証することにした。
　西表島には，国内のマングローブ林の
約 70% が分布すると言われ，特に浦内川

の支流域には人為的影響の少ない大規模
なマングローブ林が広がっている。本研
究では，調査地の主要なマングローブで
あるヤエヤマヒルギ Rhizophora stylosa
と林内に多く分布するフタバカクガニ
Perisesarma bidens（図 2，図 3）を対象と
して，まず，フタバカクガニがヤエヤマ
ヒルギの落葉を餌としているのかどうか
を生化学的な分析（安定同位体比分析）と
野外での観察によって検証した。次に，
落葉キャッチャー（図 4）を用いて，ヤ
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図 1　調査を行なった沖縄県西表島浦内川のマングローブ林．

図 2　支柱根と呼ばれるタコ足状の呼吸根が
特徴的なヤエヤマヒルギ．

図 3　調査地の林内に多く分布するフタバカ
クガニ．

図 4　マングローブ落葉の供給量測定に用い
た落葉キャッチャー（縦 50cm，横 50cm）．
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エヤマヒルギから供給される落葉量を調
べるとともに，ケージを用いた野外操作
実験（図 5）により，フタバカクガニがど
れほどの量の落葉を食べているのかを明
らかにした。
　安定同位体比分析による食性解析の結
果，フタバカクガニは主に落葉を餌とし
て消化・吸収しており，他の餌（たとえ
ば，海藻や底生の微細藻類など）はあま
り利用していないことが示唆された。こ
れを裏付けるように，野外における観察
では，本種が落葉を食べている様子が確
認された（図 6）。また，本調査地のヤエ
ヤマヒルギから供給される落葉量は，年
間で約 800 枚 /m2 であると推算された。
さらに，野外操作実験によって得られた
結果をもとに，自然条件下の個体数密度
におけるフタバカクガニの年間落葉摂食
量を推算したところ，その値は供給量の
9 割近く（すなわち，約 720 枚 /m2）に及
ぶことが明らかとなった。このことから，
本調査地で供給される落葉の多くは，フ
タバカクガニの摂食によって除去されて
いることが示唆された（図 7）。したがっ
て，本調査地のマングローブ林では，落
葉食のフタバカクガニが「海のシロアリ」
として落葉の除去や分解を促進すること
で，物質循環に大きく貢献しているもの
と考えられる。

辛いけれど楽しいマングローブ域での
フィールド調査
　マングローブ域を対象とした研究で

は，実際に野外（フィールド）で体を動 
かして調査をすることが比較的多いと思
われる。マングローブ域でのフィールド
調査を行う中で大変なことは，厳しい暑
さである。夏場の高温多湿下で作業をす
るときは常に熱中症の危険が伴うため，
水分と塩分補給は欠かせない。陽射しも
かなり強く，肌を露出して作業をすると
日焼けを通り越して火傷のようになって
しまう。このため，筆者はいつも衣類で
全身をガードして調査を行なっている

（図 8）。また，林内にはマングローブの
呼吸根が無数に存在しており，歩くだけ
でも一苦労である。加えて，マングロー
ブ域のカニ類は大変素早い。特に，今回
紹介した林内のフタバカクガニは，捕ま
えようとするとすぐにマングローブの呼
吸根の陰などに隠れてしまうため，炎天
下で数時間格闘するということもしばし
ば経験した。このように，マングローブ
域における調査では，体力と忍耐力を必
要とする辛い作業が伴うこともある。
　その一方で，マングローブ域での
フィールド調査ならではの楽しみもあ
る。マングローブ域は水域と陸域の境界
に位置するため，水生動物（たとえば甲
殻類，貝類，多毛類，魚類など）だけで
なく，昆虫類，鳥類，哺乳類などの陸生
動物も棲みついている。筆者は林内で野
生のリュウキュウイノシシに遭遇したこ
とがある。また，今回調査を行なった西
表島でもっとも有名な動物の 1 種である
イリオモテヤマネコは，林内の水辺で餌
をとることもあるという。このように，
生活様式の異なる様々な動物が観察でき
るマングローブ域は，生き物好きな人に
とっては，童心に返って楽しめる魅力的
な場所であると思う。
　また，浦内川のマングローブ域では，
人工的な音はほとんど聞こえない。聞こ
えてくるのは，マングローブの葉音や鳥
のさえずり，テッポウエビの仲間が持つ
大きなハサミから繰り出される「パチ

ン！」という乾いた発砲音などである。 
このような自然が奏でる音色を聴きなが
ら，マングローブの木陰でおにぎりを食
べたり，昼寝をしたりする時間は，日頃
の喧騒を忘れられる至福のひとときであ
る。機会があれば読者のみなさまにもぜ
ひ足を運んでいただき，マングローブ域
の面白さを体験していたただきたい。
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図 6　落葉を直接食べるフタバカクガニ．

図 5　野外操作実験に用いたケージ（左）と実験のデザイン（右）。ケー
ジには，ワイヤーメッシュに目合 10mm のネットを張り箱型に成形し
たもの（縦 50cm，横 50cm，高さ 45cm）を用い，それらを林床に約
20cm 埋め込んで実験を行なった．ケージ内にフタバカクガニと落葉を
入れ，1 週間後に食べ残った落葉を回収した．

図 7　フタバカクガニの存在の有無が落葉分解に及ぼす影響．フタバカク
ガニが落葉を餌として利用することで，その除去・分解が促進されている．

図8　フィールド調査の様子．日焼け対策は万
全である．


